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研究課題（テーマ） 

県内就職率アップのカギは初年次教育にあり！？ 

－1年教養ゼミでの産・学・官・協働型アクティブラーニングの 

学内での広がりを目指して－ 

研 究 者 所 属 学 科 等 職 氏    名 

代表者 教養教育センター 主任教授 福原 忠 

実施責任者  准教授 清水義彦 

研究結果の概要 

〇遂行内容 

令和 3年度前期・後期の教養ゼミ（清水担当）30コマで実施した。15名のゼミ生が 3名×5チー

ムに分かれ、企業との課題解決型キャリア教育講座を展開した。前期は（株）北陸博報堂、コーセ

ル（株）と 5週ずつ、後期は（株）能作と 15週、協働し企業からのリアルな課題に取組み、解決

策を 7分で発表した。特に後期は、右図の通り、4チームに其々社員が加わった「協働チーム」で

社長に発表した。学内の地域協働成果発表会ではポスター賞を受賞した。 

 

〇キャリア形成活動による成果 

毎年、本講座の成果の有無

を検証する目的で、データ

をとり分析結果を学内の

紀要に投稿している。デー

タは、１.ゼミ生の自己の力

に対する意識をテキスト

マイニング、2.質問紙法で

１の意識を定量的に測定

する。指標は「社会人基礎

力」（経済産業省,2006）で

ある。R3年ゼミ生は、テキ

ストマイニングでは顕著

な変容が見られたが、右の

定量分析では変容は現れず、現在その要因を考察している。次年度の課題である。 

今後の展開 

大学生活の「入口」である 1年前期での学生のマインドセットが、4年後の卒業という「出口」で

の自己実現の度合いに大きく影響を与えることを、卒業直前の学生（2018年度 1年時清水ゼミ）

インタビューで定量的に明らかにした。詳細は 2022年 3月発刊の第 32巻の pp22-29に掲載され

ている。本事業は、教養ゼミで 1.学生が企業人との協働し、4 年後に出る社会で求められる能力

の高さを体験から知ること、2.在学中に主体的に課題解決するマインド「工学心」を身に着け自己

実現に向かう学生の育成、を狙っている。本事業がキャリア支援プログラムの１つとして学内の

恒常的な位置づけとなるよう継続したい。学内での横展開の可能性を引き続き模索する。 

 


